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パレスチナ医療・子ども支援活動とガザ地区





第１段階「停戦合意」➡第2段階「恒久停戦」➡第３段階「ガザ復興」

３月１８日：イスラエルが「ガラスの停戦合意」「薄氷の停戦合意」を破壊

イスラエル：国会（120議席）とネタニヤフ政権
①1月19日「ガザ停戦」で極右が政権離脱････・・61議席

➁「正統派の兵役化」に「正統派」が政権離脱･･･58議席

➡ガザ再侵攻で極右が政権復帰…ネタニヤフ内閣「安定」

➡「大イスラエル主義」の進行

イスラエル世論：「停戦合意」～「恒久停戦」と人質解放が多数

パレスチナの状況
１）ガザ地区：第一段階「停戦合意」が３月１８日にイスラエルが破棄～地獄のガザ

虐殺 700名超 受傷者 900名超 ⇐ 病院・学校を標的

水・食料・薬の欠乏、わずかにあった電力もカット

２） 西岸：イスラエルの攻撃拡大と激化・・・・

トレカレム・ヌールシャムスRCの破壊

イスラエル岸地区北部の略奪か？：パレスチナ・レバノン・シリアの戦線拡大

西岸の「第2のガザ」化・・・・・・・・パレスチナ民族絶滅政策へ・・・



ヨルダン川西岸・東エルサレム
• 10月7日以降・・・・
• 入植者とイスラエル軍による「入植地」拡大と暴力

虐殺約800人（子ども200人）、逮捕・拘束10,000人、けが人5,000人
北部ジェニンへの軍事侵攻、南部ヘブロンでの入植者の暴力多発
入植者の暴力：トランプ米大統領が入植活動の推進へ

• 東エルサレム・ラマッラでは、国旗がない、表面上兵士の以前より少ない
• 旧市街の閉店、イスラエル国内での「反戦」行動
• ヨルダン渓谷とジェリコ方面のRCの閉鎖と軍事支配強化

パレスチナ社会の沈痛化（もう一つの戦争、第2のGAZA）
       しかし、反撃の兆しが・・・・・・



ハマス（イスラム抵抗運動）とイスラエルの非対称性
経済力： 貧困に喘ぐガザ・・・・・ 戦争ではなくレジスタンス・抵抗

        『ハマス』とは                    生きるための抵抗

           軍事部門（カッサム旅団： 2.5万人） 治安部門

           政治部門  福祉部門
                                       （イスラム聖戦、ファタファ系軍事部門、PFLP)

軍事的： 軍事大国イスラエル（アメリカが後ろ盾：大統領選挙）

現役16万9500人、予備駅465,000人・・・徴兵制下

核兵器 NCND（Neither Confirm Nor Deny)政策

国際法に挑戦する「国家」へ・・・・・EX.対レバノン・ヒズボラ、シリア侵攻

イスラエル：大ユダヤ主義と周辺国への侵攻



第16次医療支援活動
運動器疾患（腰痛・膝痛・肩こり・障碍児・外傷など）

シュファット難民キャンプ 診療①（15名）
キリスト教区・老人保健施設 診療➁（30名）
東エルサレムアラブ障碍者協会 診療 ③（40名）
国際障碍者デー 参加・紹介
オーガスタ・ヴィクトリア病院 視察・・・・・・パレスチナがん専門病院
ロシア正教・マリー教会 診療④（30名）
ラマラ近郊ウーレ村 障碍児 診療⑤（60名）
ヒズマ村 診療⑥（40名）
ジェリコ 診療⑦（37名）
シュファット難民キャンプ 診療⑧（10名）
ジェリコ 診療⑨（25名）

ビドウ村など 診療⑩（65名）・・計342名・・その他、宿舎ロビー



左膝関節下部を撃ち抜かれた青年 左腓骨神経麻痺
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UNRWAの活動禁止と米大統領選トランプ再選
UNRWA活動禁止････医療・教育・福祉の崩壊･･･1月30日～

パレスチナ人の生活と人権の破壊➡
ガザ軍事侵攻に続く、第2のパレスチナ攻撃

難民キャンプ診療所・小中学校 閉鎖
医療崩壊
子供たち破壊 ➡ 社会精神的諸問題へ・・・

トランプ米大統領再選････親イスラエル政権の誕生:「100%イスラエルを支持する」

米軍需産業潤沢化･･･「同盟国」に兵器の購入を強いる（2017） 相相
手 在イスラエル米大使館のエルサレム移転・首都認定(2018)

UNRWAへの供出金の凍結
ゴラン高原の入植地を「トランプ高原」と命名（2019）

危険な「現状維持での停戦」



『If I must die』

If I must die,
you must live

to tell my story
to sell my things
to buy a piece of cloth
and some strings,
(make it white with a long tail)

so that a child, somewhere in Gaza
while looking heaven in the eye
awaiting his dad who left in a blaze--

and bid no one farewell
not even to his flesh
not even to himself--

sees the kite, my kite you made,
flying up above
and thinks for a moment an angel is there
bringing back love

If I must die
let it bring hope
let it be a tale

『もし、私が死ななければならないなら』
リフアト・アライール（Refaat Alareer）

もし、私が死ななければならないなら
あなたは生き続けなければならない

私の物語を語り継ぐために
私のものを売るために
一切れの布と数本の糸を買うために
（白く⾧い尾のあるものを）

そうすれば、ガザのどこかにいる子どもが
天を見つめるなかで
炎に焼かれて去った父を待ちながら—

誰にも別れの言葉を告げないまま
肉体にも
自分自身にさえも—

あなたが作ってくれたその凧が
あなたが作ってくれたその私の凧が
空高く舞い上がり
ほんの一瞬、天使がそこに現れて
愛を取り戻してくれるから

もし私が死ななければならないなら
それが希望をもたらすものでありますように
それが語り継がれる物語になりますように



医療・こども支援で感じたこと

１）民主主義と人権を守る「世界の最前線」
①生命と人生を賭して、「自分達の土地」のために

②世代を継承し、生活に根ざした闘い

・・・「人間の命と尊厳を守る」・・・

生きながら殺されるガザの人々

２）「医療・子供支援活動」の継続・発展

３）現地との信頼関係の構築と発展







吉田美紀さんの証言
（UNRWAガザ現地事務所）
（北海道新聞 2024/6/1 尹順平記者)

＊ガザでは、36000人以上、同僚の死傷も

＊ラファでは人であふれる通りや海岸沿いは糞尿の臭いが立ち込めて
いた。「下痢や呼吸器系の感染症が蔓延していた」

＊「家を失い、家族も失った現地職員たちが、目の前の住民のために
懸命に支援に当たっている。せめて彼らをサポートしなければ」

＊「誰かが（戦闘）を止めなければいけない。
各国を動かす市民の声を、日本からも上げてほしい」




